
一

（
議
院
運
営
委
員
会
）

国
会
職
員
法
及
び
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
二
四
号
）
（
衆
議
院
提
出
）

要
旨

本
法
律
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
国
会
職
員
の
定
年
を
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
、
現
行
の
六
十
歳
か
ら
段
階
的
に

引
き
上
げ
て
六
十
五
歳
と
す
る
。

二
、
管
理
監
督
職
を
占
め
る
国
会
職
員
に
つ
い
て
は
、
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
で
あ
る
六
十
歳
（
事
務
次
長
等
は
六
十
二

歳
）
に
達
し
た
日
の
翌
日
か
ら
同
日
以
後
の
最
初
の
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
、
管
理
監
督
職
以
外
の
職
に
降
任
を
す
る
等
の

制
度
を
設
け
る
と
と
も
に
、
こ
の
制
度
に
よ
る
降
任
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
場
合

に
限
り
、
引
き
続
き
、
管
理
監
督
職
と
し
て
勤
務
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
特
例
を
設
け
る
。

三
、
六
十
歳
に
達
し
た
日
以
後
定
年
前
に
退
職
し
た
者
を
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
の
制
度
を
設
け
る
。

四
、
六
十
歳
に
達
し
た
日
以
後
に
そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
退
職
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
退
職
事
由
を
定



二

年
退
職
と
し
て
退
職
手
当
を
算
定
す
る
。

五
、
こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


